
１０月３０日(土)、３１日（日）に行われたくびき文化

祭、頸城中学校２年生が美術の授業で取り組んだ切り絵

が展示されました。いずれも力作ぞろいで、授業中に一

生懸命取り組んだ様子が伝わってくるものでした。くび

き文化祭終了後も、校舎内に展示されています。面談等

でお越しの際に、ぜひご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月も中旬を過ぎ、今後、降雪が予想される時期になりました。小・中学生の歩行スペース確保の

ために、そのときの気候状況を考慮して駐停車していただきますよう、お願いいたします。また、雪道

は、歩行スペースが狭くなりますので、生徒の登下校は、できるだけバスをご利用ください。ご協力を

お願い申し上げます。 

                                       

◆ソフトテニス部 

第 51 回上越市民体育祭ソフトテニス大会 中学女子の部    

立石帆那さん・森永爽那さん 

新潟県中学１年生大会（上越・中越地区） 女子の部 栗林佑衣さん・桑原由莉さん 

◆野球部 

・オンヨネカップ上越地区中学校新人野球大会  

・オンヨネカップ新潟県中学校新人野球大会   

◆特設駅伝部 

県中学校駅伝競走大会 女子  

◆卓球部 

上越地区中学校新人卓球大会 男子団体  

◆中学生の「税についての作文」 

高田地区納税貯蓄組合連合会長    阿部姫和さん 

高田地区納税貯蓄組合連合会長    渡邉莉央さん 

 

  
 

先日、ＹｏｕＴｕｂｅで「懐かしのフォーク、ロック」なる動画を見る機

会がありました。何気なく検索し、懐かしい顔が目に触れたので動画の途

中から見ました。吉田拓郎・かぐや姫・井上陽水・矢沢永吉など懐かしい顔

がディスプレイに映し出されていました。 

私が、高校１年生のときは中東戦争が始まり、第二次オイルショック（石

油危機とも言われ、ガソリンや灯油など石油製品の高騰が原因で様々な価

格や料金が値上がりしました。スーパーなどには洗剤やトイレットペ－パ

ーなどの購入を目当てに長蛇の列ができていました。日曜日になると「お

一人様 1 個限り」と書かれた商品を買うために親と一緒に並ばされたのを

記憶しています。「買いだめ」という言葉もよく使われていました ⇒ 経

済を学んだ人は、買いだめこそが商品の高騰を招く要因の一つだと分かるのですが・・・。）を迎えると

いう時期でした。小学生の頃に第一次オイルショックがあったせいもあって、親からはよく「節約」「倹

約」「こまめに電気を消せ」「明るいうちに勉強しろ」などと言われて育ったような気がします。今のよ

うに楽しいゲーム機もなければスマホやタブレットもない時代で、娯楽などというものは少なかったよ

うに記憶しています。学校で友達と話をしたり、遊んだり、部活を遅い時間までがんばることぐらいが

楽しみでした。だから、今の子どもたちよりも対面でたくさんの人と遊んだし、いろいろな人と会話を

交わして交流を深めていたのではないかと思います。そんな何気ない会話や遊び、部活動が、たまらな

く楽しかったと記憶しています。 

しかし、帰宅すると話す人もいないので勉強するか、寝るか、テレビを見ることぐらいしいかありま

せんでした。そんな生活の中で帰宅後の唯一の楽しみといえば、親も寝静まった時間に聞く深夜放送で

した。夜、電気をつけていると叱られるので、電気を消し、イヤホンでラジオを聞いていました。谷村

新司や中島みゆきなどが好きで毎週欠かさず聴いていたように記憶しています。その中に流れてきた

様々な歌が、冒頭に書いた歌手たちでした。何とも言えない哀愁が漂い、まだ子どもだった自分がその

ような歌を聞き口ずさむことで、少し大人になったような気がしたものです。吉田拓郎の「落葉」「結婚

しようよ」「旅の宿」やかぐや姫の「神田川」「妹」、かぐや姫の伊勢正三が歌う「なごり雪」、や井上陽

水の「心もよう」、中島みゆきの「時代」、小坂明子の「あなた」などを聴いていると時間があっという

間に過ぎてしまいました。 

そのころ、親がテレビで時々やっていた「懐かしのメロディ」を見ていると、「何であんな昔の歌を聴

いて、たそがれているのだろう。歳は取りたくないな。」なんて思ったものですが、私も今、昔の歌を聴

いて当時を懐かしんでいると、そんな歳になってしまったのかと思います。そこに息子が来て言った。 
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一言。「お父さん、この歌いいね」。時代が変わっても、世代が違っても、「いい歌っていうのはだれに

でもわかるのかな」と思いました。子どもたちが３０年後に「あのころの歌ってよかったよね」と、た

そがれることができるような平和で安心して幸せに生活できる国であってほしいと思う今日この頃で

す。 

 

１０月２９日（金）に、令和３年度頸城中学校音楽祭が、無観客で行われました。練習段階から各学級で

一生懸命取り組む姿が見られ、本番では、精いっぱいの力を発揮しました。武道場での学級合唱後、体育館

に移動し、全校合唱で「頸城中40 周年記念合唱 七色模様」を歌いました。体育館に響き渡る「七色模様」

を聞き、改めて素晴らしい曲だということを実感しました。タブレットを持ち帰る際、自学年の合唱と全校

合唱を入れて持ち帰りますので、その際にお聞きください（現在、市教委からアップデートの指示が出てお

り、全台作業が完了次第、持ち帰ります。持ち帰りが12 月初旬になる予定です）。また、12 月の三者面談の

際、多目的室で全学級の合唱と全校合唱の動画を流す予定です。コロナ禍が収まり、多くの人に聞いてもら

いたくなるような音楽祭になりました。 

 

当校では、今年度から２年間の計画で、上越市同和教育指定地区

制度の取組が始まっています。大潟町中学校区と合同で取り組んで

います。その一環として、１０月２０日（水）に、同和教育講演会

が行われました。講師の古河邦子様は、ご自身が長年受けてきた差

別の体験から、差別がいかに間違っているか。そして、絶対になく

していかなければならないという気持ちを、生徒・職員に熱く語っ

てくださいました。 

１１月９日（火）に「いじめ見逃しゼロスクール集会」

を開催しました。例年、武道場に小６～中３全員が集ま

って開催していました。しかし、今年度はコロナ禍であ

ることを考慮し、生徒会総務がいじめ撲滅に関する動画

を作成し、各小学校に送りました。また、中学１年生が

頸城中学校紹介映像を作成し、DVD にして各小学校へ送

りました。頸城中学校では、生徒会総務が作成した動画

を見て、それについて考え、話し合いました。そして、話

し合った内容を各学級１名が全校に放送で伝えました。

次に、振り返り活動を行い、自分の、「いじめをしない、させない、見逃さない」ための誓いを短冊に書き、

振り返りを行いました。短冊は、後日、校内に掲示しました。 

今年度は、生徒会総務のみなさんが知恵を出し合い、いじめ撲滅について考えるための動画を作成し、各

学年の進行を総務が担当しました。生徒自ら「いじめをしない、させない、見逃さない」を実現しようと取

り組んだ集会になりました。 

 

１０月２０日（水）に、環境委員会

が「くびき花の会」のみなさんからご

指導を受けながら、玄関前のプランタ

ーの植え替えを行いました。玄関前が

より華やかできれいになり、登下校の

際、生徒・職員の気持ちも和みます。

くびき花の会のみなさんは、前日から

準備をしてくださいました。ありがとうございました。 

 

１０月２３日（土）に、頸城中学校吹奏楽部が、頸城区の３小学校の文

化祭に訪問し、演奏を行いました。中学生の演奏に、小学生のみなさんは、

興味や憧れをもって聞いていました。後日、お礼のメッセージをくださっ

た小学校もありました（右の写真）。この活動は、頸城区青少年健全育成

の取組の一環でもあります。関係してくださった皆様、ありがとうござい

ました。 

 

 

                               



 


